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用
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鶴
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皆
さ
ん
、
市
役
所
か
ら
新
年
の
お
慶
び

を
申
レ
あ
げ
ま
す
。
今
年
車
交
官
と
白

あ
っ
て
、
限
る
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

担
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
お
正
月
は
、
快
指
と
赤
字
解
消 初

春
市
長
呂
飽

文
学

古う 4

1三

邸
げ
ま
し
て
お
白
出
度
う
。
で
は
い
ら
れ
な
い
気
が
す
る
の
で

本
年
も
ま
た
ポ
格
変
ょ
う
レ
す
。

ぐ
。
わ
た
く
し
も
人
数
の
一
員
に
は
ち

市
政
の
よ
で
は
、
新
年
は
四
月
が
い
な
い
の
で
す
か
ら
、
話
と
し

に
は
じ
ま
E

二
一
一
月
に
終
る
わ
け
で
は
大
へ
ん
愉
快
で
昨
か
、
市
長

で
す
が
、
お
百
一
い
の
長
活
の
上
で
の
立
場
で
、
巴
売
に
自
を
溶
せ
ば

は
、
や
は
白
夜
年
の
お
正
月
が
年
少
し
皮
肉
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、

の
初
め
で
す
か
ら
、
年
一
揮
に
思
い
人
て
翫
震
に
乗
っ
て
月
世
界
へ
旅

を
薪
た
に
し
、
新
た
な
益
弱
気
を
行
す
る
臼
が
く
る
よ

P

も
、
匁
す

も
っ
て
、ζ
乙
に
む
か
え
る
語
、
平
塚
市
の
下
水
の
フ
タ
の
寵

三
十
三
年
に
の
ぞ
ま
な
け
れ
ば
な
さ
れ
る
図
の
く
る
こ
と
の
方
が
、

b

ま
せ
ん
。
は
る
か
に
望
ま
し
い
の
で
す
。
斜

昨
年
は
、
人
七
弱
屋
の
打
揚
四

U

学
-
n
kと
お
っ
し
ゃ
る
が
、
い
か

で
、
世
容
レ
ゅ
う
が
大
さ
わ
ぎ
、
な
る
撃
の
研
究
も
、
そ
の
成
果

少
し
ど
う
か
し
て
い
る
の
で
は
な
が
、
人
類
の
福
祉
に
役
ま
つ
の
で

い
か
と
、
わ
た
く
し
は
苦
笑
い
を
な
け
れ
ば
、
そ
れ
も
一
般
庶
民
、

盤
唱
す
る
乙
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
寄

党
。
大
へ
ん
え
ら
い
天
交
学
者
が
与
し
て
ぐ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
あ

阜
命
の
昼
ば
か
り
見
上
げ
七
歩
い
り
が
党
く
な
い
と
忠
炉
ま
す
。
月

て
い
て
、
悲
声
に
お
ち
て
戎
ん
だ
世
界
へ
の
舷
汀
な
ん
て
、
お
金
持

と
い
う
寓
話
聞
が
あ

D

ま
す
ね
。
ソ
ち
の
甘
い
夢
で
す
。

速
や
ア
メ
リ
カ
が
、
大
へ
ん
な
お
今
年
か
ら
、
新
年
の
仕
事
初
め

金
を
か
け
て
、
原
水
爆
の
奨
験
ゃ
に
あ
た

p

、
市
の
職
員
の
畠
戸
円
を

綴
義
務
の
製
趨
に
血
道
を
あ
げ
て
表
彰
す
る

ζ
と
に
し
ま
し
た
。
ど

い
る
あ
り
さ
ま
を
、
わ
れ
わ
れ
は
ん
な
さ
さ
や
か
な
謹
百
一
行
で
も
、
人

ハ
一
フ
ハ
ヲ
し
な
が
ら
な
が
め
て
い
の
こ

5
0
を
あ
た
た
め
、
騒
い
人

る
。
人
工
諸
壌
の
場
合
も
、
や
が
悠
航
路
に
一
点
の
灯
と
な
る
も
の

て
は
わ
れ
わ
れ
が
月
世
界
へ
悼
山
口
で
す
。
変
民
と
し
て
、
恐
僕
と
し

が
で
き
た
白
、
火
星
に
地
所
を
輿
て
、
表
彰
に
伺
い
す
る
符
為
は
も

う
こ
と
が
で
き
花
D

、
ま
こ
と
に
と
よ
D
で
す
が
、
人
儲
と
し
て
、

結
構
な
夢
の
実
須
一
が
河
能
に
な
っ
あ
花
た
か
く
美
し
い
愛
情
と
替
意

て
き
た
よ
う
で
、
話
と
し
て
は
大
と
を
も
っ
て
他
人
に
接
す
る
行
為

い
に
撲
で
す
け
れ
で
も
、
主
に
た
い
し
、
わ
た
く
し
は
、
本
ら

く
し
と
し
て
は
、
そ
ん
な
に
上
ぽ
な
る
敬
意
を
表
し
た
い
の
で
す
。
一

宮
仰
ぎ
み
て
、
手
放
し
で
喜
ん

i
一
月
間
最i

一

年の始め広

プランをた1.~ましょう



市では、限界』こ来ている汚般の終末処題対策を急いでいましたが、このほど、神田犬

神地先の相撲JII辺白に、終末処韮主主笹設磁設用地が見つか担、こ〉にし際滑化構 (13最
35G石)とコンポスト〈日量10 トン〉を併設する乙とにな!?ました。

線
設
費
補
助
を
篠
嶋
田

書
店
前
で
は
淳
ヘ
汚
物
終
宋
処
麗
施
震
設

を
一
償
費
の
一
計
上
を
お
こ
な
う
乙
長
音

一
去
す
か
地
方
開
設
だ
け
で
は
、
そ
の
負

島
品
目
告
た
え
か
ね
る
の
で
、
鼠
及
び
療
に

I

一
対
し
て
補
墳
の
増
額
を
錬
情
し
ま
し
た

一
厚
強
大
岳
に
は
、
設
繍
費
補
助
額
の
引

一
上
げ
館
債
枠
む
盤
大
及
ぴ
、
補
助
対
象

一
基
本
自
制
蚕
箆
か
ん
涌
の
一
一
一
点
を
、
県
知

一
事
と
県
議
会
議
警
に
は
、
問
固
と
筒
じ
、
総

一
事
業
団
揖
の
四
分
の
一
相
当
額
の
補
助
夜

間
一
付
を
要
求
し
ま
し
た
。

認
一

物
一一

間
一

績
向

第
一

昭和 33 if. l 月 10 El 

鶏
問
問
腕
を
報
ず
る
と
共
に
旋
機
一
転
し
ゅ
ん
ま
い
、
役
の
中
が
会
〈
間
島
問
に

D

侠
灘
へ
と
転
換
し
て
行
く
憲
係
者
}
実
施
せ
ら
れ
、
須
賀
魚
市
湯
も
完
工
れ
ば
、
決
つ
し
て
解
決
出
来
な
い
訳

し
て
膏
緩
来
極
端
銭
矢
場
人
満
ち
て
な
っ
党
降
、
八
百
八
万
の
神
次
が
夫
有
す
る
も
の
で
あ
の

Jま
す
。
乙ζ
に
し
、
都
市
長
以
来
の
感
案
は
大
体
解
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
む
私
選
の
任

万
物
悉
く
新
な
長
き
る
な
し
。
乙
乙
の

m
Z記
隠
L
品
購
習
を
開
き
、
一
大
の
純
一
一
一
十
古
琴
を
迎
え
る
に
あ
た

D

て
、
決
を
見
た
訳
で
あ
白
ま
す
が
、
火
葬
期
も
残
す
品
川
わ
ず
か
と
な

D
ま
し
た

に
紹
和
ム
一
平
一
一
一
部

ι在
、
泊
四
?
っ
。
「
初
春
女
の
命
を
し
て
神
楽
を
委
せ
し
め
ら
一
一
一
十
二
年
を
隠
白
み
た
絡
に
、
そ
こ
揚
の
移
築
夜
間
商
灘
高
校
の
移
築
各
「

J任
期
間
間
年
あ
と
一
年
苧
い
そ
が
し

次
魚
夕
、
ひ
と
(
女
)
の
奨
し
さ
」
れ
た
の
を
犬
神
が
笠
戸
の
際
類
よ

D

に
幾
多
の
遺
憾
と
悔
恨
が
な
い
わ
け
学
校
の
講
堂
の
新
耐
割
高
浜
垣
間
授
の
問
問
や
」
の
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
慨
に
泌

総
で
さ
暴
露
て
が
乙
れ
言
自
書
し
て
み
そ
な
は
し
た
の
て
で
は
あ

E

ま
せ
ん
が
、
徒
主
蓄
え
欝
〆
費
量
目
て
ま
い
D
ま
す
。
非
力
の
私
遼
で

一
克
巳
の
気
分
乙
そ
幸
福
へ
の
も
の
で
一
ヘ
議
縁
談
議
議
滋

γ
長

あ
白
星
皮
革
で
あ
る
と
害
年
頭
の
こ
土
拡
二
話
時
間
引
が
凶
作
の
山
町
問
問

委
さ
て
「
皇
度
い
」
と
い
う
議
轟
麟
麟
均
一
刊
の
総
仕
上
護
主
義
著
書

言
葉
で
あ
白
ま
す
が
J
C
れ
は
愛
で
光
が
そ
れ
よ
白
洩
れ
て
神
高
留
は
ず
る
は
こ
れ
嬬
苦
情
で
あ
る
と
思
議
選
べ
渇
す
る
震
で
あ

P
ま
す
の
で
震
各

撃
し
と
い
う
事
ら
そ
非
常
に
台
〈
「
あ
わ
れ
あ
な
さ
や
け
あ
な
を
い
ま
す

o
E

一
一
士
霊
長
き
馨
雪
主
義
苦
難
問
題
が
宮
、
家
主
義
協
力
毒
事

親
し
み
深
く
、
警
ぴ
る
う
意
味
を
持
も
し
ろ
」
と
喜
び
元
ま
い
、
手
力
雄
ま
し
て
須
賀
踏
切
地
下
道
は
描
恒
ヱ
せ
残

D
て
一
層
白
ま
す
が
、
天
の
室
戸
の
時
し
ま
し
て
私
の
年
頭
の
誘
奨
と
致

つ
の
で
あ
D

ま
し
て
、
乙
れ
を
自
の
命
が
そ
の
隙
よ
む
天
の
室
戸
高
ら
れ
、
西
口
駅
の
設
置
も
厳
重
鼻
殴
き
隠
も
カ
を
も
っ
て
す
れ
ば
聞
く
主
す
。

が
出
る
と
つ
い
て
は
、

L

開
き
、
天
地
復
び
前
か
と
な
担
し
が
つ
き
、
鱗
接
防
村
の
合
併
も
一
段
事
が
出
来
る
の
で
あ

D
ま
し
て
市
民
招
和
一
ニ
士
一
一
年
元
日

に
葱
き
暗
黙
よ
白
光
協
へ
、
絵
惨
よ
穏
と
な
白
、
国
民
磁
鎌
田
開
験
も
全
面
の
強
力
な
る
郷
支
援
と
綿
織
穫
が
あ
平
塚
市
議
金
欝
虫
遠
藤
精
一

犬
神
地
区
を
、
市
の
モ
デ
ル
地
域
と
し
一

て
設
定
し
、
市
の
時
開
任
に
お
い
て
環
境
一

衛
生
の
徹
底
を
は
か
る
が
、
都
絡
に
お
一

い
て
も
、
車
問
一
世
帯
二
図
。
円
程
度

の
費
用
を
徴
収
レ
て
ζ
の
諸
費
に
あ
て
一

る
。
一

ω

従
業
員
の
優
先
採
用
一

作
品
開
員
等
を
採
同
聞
の
場
合
は
、
優
先
的
一

ぷ
弱
。
符
ι
し
様
の
処
理
は
、
い
ま
一
党
乙
と
も
、
す
雪

H
L簿
阜
市rあ
白
ま
し
一
抽
選
民
鍔

L
、
盟
主
ン
ポ
ス
ト
建
国
に
採
用
す
る
。
一

ま
で
農
業
地
帯
に
選
ん
で
飽
棋
に
憲
司
ご
ち
一
対
策
議
員
会
、
深
十
口
定
男
委
員
長
ほ
か
一

ω

堆
隠
の
地
元
幾
先
配
給
一

す
る
方
法
に
だ
け
頼
っ
て
い
ま
し
亙
し
か
も

ζ

の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
四
名
、
市
骨
量
生
清
掃
対
策
餐
雲
一
語
、
器
、
警
の
一
一
一
撃
に
対
し
、
一

が
、
善
悪
の
普
及
ゃ
、
霊
知
識
喜
一
の
護
費
と
重
量
の
霊
必
安
藤
好
関
委
員
長
革
委
員
宮
、
管
玄
関
一
五

0
ト
ン
の
堆
胞
を
護
憲
一

の
た
か
ま
り
な
ど
、
農
業
の
あ
た
と
一
要
と
す
る
わ
け
で
、
富
の
霊
百
出
勉
強
妻
、
壁
面
襲
、
重
係
長
会
一
ず
る
。
期
間
は
、
配
給
開
始
よ

D

一
一
信
一

い
間
出
向
に
お
さ
れ
、
農
家
の
し
尿
剤
帰
一
決
定
は
、
汚
物
処
援
と
い
う
難
問
題
を
一
出
席
し
て
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
一
年
と
す
る
。
以
上
の
ほ
か
、
コ
ン
ポ
ス
一

が
緩
め
て
…
少
く
な
っ
た
反
面
、
人
口
増
一
解
決
す
る
、
限
る
い
き
っ
か
け
で
あ
る
一

ω

土
抽
質
収
契
約
に
つ
い
て
一
ト
獄
作
地
と
し
て
市
か
ら
指
定
さ
れ
た


加
は
懇
で
、
処
理
し
切
れ
な
い
し
尿
む
一
と
い
え
る
の
で
す
。
一
土
地
時
買
収
契
約
一
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
敷
一
地
夜
叉
は
婦
人
に
対
し
て
は
、
農
藤
諜
一

震
が
、
日
む
と
に
多
く
な
っ
て
い
る
の
一
地
元
箆
と
の
質
収
一
地
に
つ
い
て
の
み
{
京
、
立
木
評
価
、
一
を
混
じ
て
忍
耐
す
る
。
一

が
現
状
で
す
。
従
っ
て
、
活
霊
童
、
一
協
議
一
道
路
の
敷
地
に
つ
い
て
は
、
本
年
早
々
石
室
悲
し
尽
き
一

告
し
ま
ぎ
れ
に
、
汲
み
上
げ
2
4
2
擾
施
設
喜
善
豊
富
の
で
き
次
第
お
こ
な
う
乙
と
よ
(
半
額
)
一
赤
い
護
八
七
%

否
襲
警
警
官
、
問
慰
霊
し
協
議
終
去
る
十
一
一
塁
士
一
否
、
こ
な
お
敷
地
一
一
寸
及
、
嘉
言
語
古
か
ら
神
田
藤
君
対
し
て
、
富
ニ

i
)は
霊
守
護
代
金
は
、
一

Q
g

望
補
助
K

襲
互
の
成
績

契
約
と
関
空
一
一
宮
一
相
当
警
笈
一
任
を
も
っ
て
汲
取
暴
行
う
。

ζ

の
灘
五
福
襲
警
の
耳
石
、
一
一
一
十
一

払
う
。
腐
を
一
箇
年
と
し
、
一
戸
数
は
、
現
在
の
の
ん
ゲ
赤
い
羽
糠
宍
問

仰
環
境
衛
生
の
徹
底
非
農
家
芸
O
一
戸
と
す
る
。
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

一
し
て
の
土
問
摘
格
が
さ
が
る
と
い
う
一
理

一
白
で
、
反
対
意
見
が
寝
せ
ら
一
れ
て
い
ま

一
し
た
が
、
ζ

の
う
ち
馬
入
川
堤
外
山
地
域

す
で
に
新
日
一
国
工
業
一
市
で
は
、
エ
の
土
協
所
有
者
と
は
、
す
で
に
了
解
が

と
平
塚γ
誕
の
二
大
プ
揚
が
あ
P
、
近
一
し
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
」
一
成
立
し
て
い
ま
す
。
残
る
壊
内
地
域
の

古
再
開
時
時
十
ム
の
平
塚
土
揚
一
の
要
求
刑
仰
と
お
っ
て
、

a

崎
一
人
濠
と
は
、
近
三
相
談
骨
子
〉
め
る
こ

予
定
で
、
新γ援
を
辿
一
得
工
事
の
計
画
が
た
て
ら
れ
ま
し
た
。
一
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
下
一
場
誘
致
が
こ

T
議
用
電
力
の
摺
震
が
一

ζ
の
送
震
増
量
主
事
に
対
し
て
、

一
線
下
の
土
地
所
有
者
か
ら
、

七:1

ポ
二え

と

総
合
韓

議
用
地

り

叩
相
撲
川
喜
一
帯
の
了
録
地
域
の
震
で
あ
る

2
一
月
ボ
ル
ト
送
轟
を
、
鉄

塔
6

万
ボ
ル
ト
に
梨
け
か
え
る
計
幅
慣
が
た
て

b
れ
ヱ
揚
誘
致
に
、
ま
光
一
つ

好
条
件
、
在
備
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

~F詩 5

~ilま 5
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第 12 号

聞
四
百
点
一
盟
主
一
一
可
￡

F
E
W占
F
a
E宅
喜
志
向W固
有

モ

ョ
ぷ

a 

h 

t 

ま

か
ら

渡

辺
丑
五
郎

平
塚
銀
座

電
話
回
世
三
番

と

ダ
ン
ス
@
映
画
鑑
賞
@
峡
翻

h
ゲ
娘
は
娘
一
手
で
、
今
次
大
戦
戦
没
者
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華
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華
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建
築
)
@
霊
山
頂
約
七
、
只
単
一
一
一

g

万
円
を
九
O
Q万
円
に
変
更
九
九
五
万
余
円
。
乙
れ
で
一
議
は
六
億
一
立
天
皇
す
か
ら
御
協
力
下
さ
い
。
議
一

の
償
貸
契
約
と
鼠
発
(
別
損
掲
載
)
③
一
す
る
⑤
一
一
一
十
二
年
凄
坦
路
整
備
事
業
に
一
一
、
一
号
一
O
方
向
設
乙
え
ま
し
た
。
一
査
終

γ
後
ζ
の
地
域
の
都
市
改
造
反
愉
回
一

市
蛍
在
位
唱
の
建
設
旬
叫
演
掲
載
)
④
金
一
あ
て
る
た
め
、
図
。
。
万
円
を
起
債
す
一
な
お
今
回
の
傍
聴
者
は
二
+
八
名
で
一
整
軍
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
す

e

語 15TE L 101 事平塚銭感喜善告



(P4) 

畿
伊
豆
半
島
一
治
の
旅
〉
品

目
時
間
一
月
十
九
円
口
土
一
宵
月
九
百
迄
毎
日
穏
臼
啄
{

金
費
一
、
七O
O
m門
新
築
下
回
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
c
i
i
t

一
泊
東
沼
海
出
F
M地
野
平
塚
九
島
0
0桑
率

他
に
天
緩
山
越
へ
B

コ
ー
ス
〈
土
瀦
午
後
一
待
出
一

あ
D

畿
山
中
湖
夜
行
ス
ケ
i
ト
パ
九

日
時
一
同
月
二
十
五
日
L
二
月
中
修
士
穣
琵
夜

会
襲
五
五δ
市
内
市
青
塚
駅
前
ニ
一
一
@
、

0
0発
宮
中

時
前
ス
ケ

第 72 号

古
一
、
}
限
四
千
円
(
紙
報
〕
で
成
~

ι

見
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
六
月
と
~

μに
追
加
賀
立
を
戸
打
、
九
月
末
の

町
議
は
、
笠
九
一
一
一
、
二
四
九
千
円
に

νま
し
光
。
業
を
は
じ
め
、
下
水
道
、
み
ぞ
、
送
路

富
山
併
と
建
設
事
業
を
等
の
新
設
藍
ゃ
、
地
下
道
工
事
、
失

業
対
策
事
業
、
消
防
施
設
の
獲
備
。
教
育

片
手
に

堕
設
の
務
祷
と
不
一
止
常
授
業
の
解
潟
、

黒
字
出
し
た
一
一
一
襲
撃
揚
の
一
襲
。
児
聖
書
議

十
一
単
年
度
設
、
市
営
住
宅
、
魚
市
携
な
ど
の
麹
平
均

年
度
一
般
会
計
の
最
終
決
箆
ひ
土
地
改
良
事
業
の
振
興
、
そ
の
他
産
諜

立
三
、
九
三
二
千
円
の
島
市
早
を
衛
策
の
経
費
等
、
特
等
九
嫡
い
す
る
大

そ
の
前
の
年
度
か
ら
残
否
れ
で
き
な
事
撲
を
、
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て

影
式
旅
字
額
二
三
二
一
一
九
一
七
千
来
て
い
ま
す
。

辞
消
し
て
な
お
、
九
、
五
回
開
問

ζ

の
結
果
、
多
融
制
の
笈
出
を
余
儀
な
く

鰐
党
る
黒
字
を
出
し
ま
し
た
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
機
構
の
合
選
佑
や
、

一
昨
年
九
月
三
十
自
に
は
、
消
蜜
的
経
費
の
き
つ
い
節
約
を
続
げ
、
昨

一
前
五
福
田
村
の
編

X
合
併
殺
歳
入
確
俸L
全
力
投
傾
け
て
、
遂
に
車
部
醐

平塚新後片山本店憐

号車言書 1340悉
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一
青
木
喜

L
そ
う
で
す
。
あ
の
一
こ
ま
で
く
れ
ば
安
心
で
す
ね
。
際
競
輪
助
役
健
全
娘
警
近
づ
乙
う
と
一
践
す
る
た
め
に
曳
簡
単
な
結
婚
事

一
時
に
は
八
百
万
円
の
笠
木
手
当
を
払
う
一
競
馬
が
い
つ
ま
で
続
く
骨
と
い
う
こ
と
一
い
豆
偏
向
は
確
か
に
あ
る
。
競
輪
場
へ
一
ぐ
ら
い
は
あ
品
市
民
会
館
の
よ
う
な
も

こ
と
い
ラ
の
に
舎
一
百
万
円
し
か
な
か
一
が
襲
で
す
か
ら
号
工
場
誘
置
で
も
一
く
る
人
象
扶
養
れ
が
多
く
な
っ
て
い
一
の
が
管
い
で
す
品
。

ィ
す
た
ロ
震
に
六
番
葬
っ
て
害
一
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
由
の
で
す
一
る
よ
う
で
す
か
ら

1
0

そ
れ
に
専
は
一
勧
役
地
方
養
護
雪
須
賀

7

一
た
の
で
す
か

-
e
a
-
-

。
下
。
で
も
競
斡
な
ん
か
建
立
め
一
も
う
み
な
写
実
戦
廷
で
ゆ
く
の
で
前
の
一
に
安

τ
非
常
に
喜
ば
れ
て
い
る
が
、

第
十
舟
木
今
後
暴
露
政
の
方
針
一
に
な
る

ζ

と
は
な
い
き
で
て
襲
一
よ
う
に
襲
撃
件
は
な
く
な
っ
て
い
る
ト
震
度
に
あ
の
霊
の
も
の
は
欲
し
い

を
動
か
言
い
よ
う
に
し
て
頂
き
た
い
一
盟
会
で
も
四
誌
を
六
日
制
に
し
て
利
一
か
ら
ね
。
警
も
最
近
は
写
真
を
と
る
一
で
す
ね
。
そ
れ
で
在
問
題
に
な
る
の

一
と
出
品
う
の
で
す
か
、
そ
れ
に
し
て
も
三
一
益
の
余
計
に
上
っ
た
会
を
社
会
事
業
に
一
乙
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
面
白
い
で
す
一
は
中
央
公
民
館
と
寧
っ
か
、
市
民
会
館

一
十
一
一
淫
度
は
要
茨
抽
掛
か
ら
一
一
層
も
削
る
一
廻
す
と
い
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
る
一
向
高
速
度
写
真
で
す
か
ら
勝
負
も
は
一
の
よ
う
な
も
の
な
ん
で
す
か
、
別
に
そ

一
品
安
ほ
大
変
で
す
ね
。
一
位
で
す
か
ら

i
i
o

一
っ
き
D

判
る
。
あ
る
騎
手
な
ん
か
は
そ
一
う
℃
つ
も
の
を
建
で
る
と
す
る
と
土
地

一
助
役
先
制
相
主
吉
田
っ
た
よ
う
に
市
一
舟
木
競
輪
は
ま
だ
賭
博
的
傾
向
一
の
た
め
に
織
も
あ
て
な
い
、
拍
車
も
か
一
が
勿
体
な
い
で
す
か
ら
ね
、
私
は
市
庁

?
の
霊
票
、
管
酎
侵
害
は
皆
よ
一
が
強
い
の
で
す
が
、
本
当
の
レ

7

リ
エ
万
な
い
と
い
う
乙
と
が
曹
長
雪
一
品
目
黒
に
そ
う
い
う
も
の
を
入
れ
る
よ

間
一
平D
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
ま
あ
と1

ぎ
と
な
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。
一
れ
産
主
一
う
に
す
べ
き
だ
と
滋
う
の
で
す
。
そ
れ

認
一
一
ば
か
白
で
は
な
い
、
議
事
堂
は
勿
婦
関
叩

働
一
音
色
窓
昔
、

F
F
;

手
控
一
工
会
議
官
、
農
協
も
ま
震
の
一
す
キ
ト

n
y

神
社

醐
一
鱒
吋
鶴
間
麟
働
組
事
繍
開
制
贈
り
盤
盤

h
v勝
一
鶴
間
同
開
醐
麟
一
日
同
時
一
ド
刊
誌
制
作
時

ω一
「
サ
キ
」
は
相
需
品
と
に
よ
る
論
語
や
千
牢
女
が
は
じ
め
て
も
た
言

酔
一
e
i

一
一
地
混
同
名
称
、
「
ト
ザ
」
は
仙
閉
鎖
地
名
れ
光
の
も
、
博
士
苦
い
お
に
)
が
来

〈
一

F
K

み
ア
タ
長
持
事
艦
艇
で
一
時
間
揺
れ
い
軒
目
立
言
あ
る
ま
い
か
。

Z
ト
り
の
ー
し
た
の
を
の
E
G
G

応
要

一

1
i
y
f
ν
J
λ
/

再
ノ
品
諸
活
守
護
対
守
一
一
名
は
千
警
告
一
曹
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
書
櫛
の
の
ち
大
鑑
(
お
お
さ
さ
げ
)

一

M
1
'
:
4
d
z
d

町
、
て
で
吟
，
一
市
庁
舎
建
設
の
時
績
に
つ
い
て
は
、
銃
一

一
一
一
な
づ
げ
る
れ
た
も
の
と
考

J一
え
ら
れ
る
。
尊
と
党
が
い
に
帝
位
を
怒
り
あ
っ
党
。

一
盛
環
境
正
璽
に
つ
い
て
も

6

っ
一
て
し
ま
長
そ
れ
ま
で
で
す
か
、
霊
友
も
下
駄
を
ぬ
い
で
貰
う
と
こ
ろ
を

i

一
に
そ
う
い
喜
あ
ぼ
ち
ぼ
ち
あ
る
の
で
一
襲
年
間
宮

i
g
)
に
編
真
意
見
の
大
重
産
称
さ
れ
た
。
仁

τ
予
算
を
と
っ
て
警
告
で
す
ね
。
一
て
自
分
の
家
の
前
位
は
さ
ら
っ
て
一
害
事
敷
い
て
あ
る
の
で
下
駄
を
ぬ
く
べ
一
芸
、
英
大
差
も
か
か
る
こ
と
で
す
一
定
君
護
紗
は
「
霊
郷
」
と
配
徳
重
で
あ
る
。

寸
下
水
詮
議
し
て
も
ら
い
た
い

k

蚊
一
た
い
も
の
で
す
。
八
間
道
路
で
も
禁
一
き
と
は
判
白
そ
う
な
も
の
な
の
に
、
一
宮
簡
単
に
は
で
吉
な
い
。
そ
れ
で
私
一
写
、
一
民
録
し
て
い
る
。
苑
護
部
子
尊
を
お
ま
つ
り
し
た

τ
鵡
の
い
な
い
ま
ち
に
も
し
た
い
。
一
ひ
っ
く
り
返
っ
昔
話
苦
し
て
い
一
平
気
で
下
駄
の
ま
ま
手
雲
上
ら
せ
て
一
言
少
く
も
喜
一
一
高
宮
持
ま
で
一

ζ
の
主
ト
リ
の
制
定
まZ
れ
た
神
社
は
き
と
に
す
く
な
い
。
坂
言

語
一
助
役
下
水
は
か
な
担
や
っ
て
い
一
る
の
を
査
を
と
が
あ
る
が
、
そ
う
一
し
ま
品
母
さ
ん
が
あ
る
。
も
っ
と
え
に
は
何
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
訳
の
が
車
普
て
翠
霊
堂
握
手
キ
ト
リ
神
社
た
だ
ひ
と
つ
で
あ

す
の
で
す
が
、
き
一
室
経
棋
を
賢
一
い
う
と
言
語
で
も
ち
ゃ
ん
と
は
め
一
誌
な
も
の
を
大
事
に
し
て
国
き
た
い
一
で
、
一
一
一
十
周
年
の
記
念
事
の
一
っ
と
石
富
十
一
一
震
の
ひ
と
つ
と
戴
ぜ
て
い
る
。
惑
を
た
っ
と
ん
だ
人
々
撃
を

と
っ
て
薬
事
業
芸
品
ら
せ
た
い
と

γ出
む
位
に
し
て
資
い
た
い
も
の
で
す
。
一
色
で
す
。
震
を
開
い
て
室
長
一
し
て
そ
の
穣
訟
を
し
主
ど
よ
と
一
る
。
ま
た
平
喜
代
か
ら
の
行
事
長
っ
て
祭
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
護

主
思
っ
て
い
る
。
な
お
下
水
に
つ
い
て
は
一
話
誌
で
す
が
間
工
会
警
告
に
公
一
て
長
う
こ
と
ば
官
客
室
宵
で
は
一
怒
っ
て
い
る
。
昭
和
主
年
位
に
な
る
一
え
ら
れ
て
い
る
毎
年
端
午
の
需
へ
の
氏
神
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
近
喜
来
に
全
市
の
霊
計
画
を
立
て
一
衆
議
需
あ
る
が
、
あ
れ
な
ん
か
喜
一
な
い
の
で
あ
っ
て
そ
う
い
う
部
の
啓
守
主
主

9

そ
の
よ
う
に
震
議
一
蓄
に
は
相
模
額
豊
富
と
し
て
着
型
警
控
訴

Z

専
と
い

と
再
建
む
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
慰
つ
一
ラ
ス
玄
関
最
ら
れ
て
し
ミ
て
、
一
家
主
品
目
撃
宵
と
し
て
大
い
に
や
っ
て
で
の
セ
ン
タ
ー
と
な
る
市
庁
舎
を
建
て
た
一
医
さ
れ
る
。
盟
問
神
の
名
お
も
生
じ
い
喜
吉
隠
し
喜
朗
治
初
年
警

3
て
い
る
。
特
に
お
願
い
し
て
お
き
た
い
一
今
草
書
簡
で
一
警
警
に
く
る
か
一
貫
い
た
い
も
の
で
す
。
警
究
室

τ
と
い
う
の
が
私
語
考
え
で
す
。
流
一
党
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
と
な
っ
宍
童
は
神
社
の
瓶
、
神
宮

一ζ
と
は
市
で
下
水
、
側
警
作
つ
喜
一
も
知
れ
な
い
で
す
よ
。
一
き
き
に
く
る
の
は
一
部
分
の
人
で
あ
っ
石
商
売
人
皇
室
い
で
す
よ
。
一
が
ん
ら
い
祭
控
室
様
車
(
う
神
代
、
重
の
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。
鏡

ー
ムE

の
皆
様
童
福
協
力
願
と
そ
れ
か
ら
震
な
ん
か
に
主
主
一
て
を
ま
霊
雪

E

め
著
書
草
ら
せ
て
く
れ
と
言
っ
て
す
わ
き
い
ら
っ
こ

)
Z

で
あ
っ
震
の
重
大
民
如
来
儀
お
よ
び
脇
立

Z
E
E
-

、
雪
量
な
一
っ
て
い
て
車
気
で
お
母
さ
ん
が
見
て
一
る
こ
と
が
大
事
な
告
す
。
一
く
る
奈
か
な
り
あ
る
。
一
室
夏
場
(
お
お
や
ま
づ
の
二
橡
は
開
票
量
喜
善
す

ん
か
も
市
で
や
る
べ
き
と
だ
と
言
つ
一
い
る
し
、
交
体
育
館
害
事
が
あ
る
時
一
盛
そ
れ
に
関
連
し
て
各
自
信
一
罰
則
会
者
お
話
し
は
っ
き
な
い
と
を
警
も
あ
わ
せ
ま
つ
っ
て
い
る

e

る
、
大
臼
如
来
は
皇
露
呈
地
仏

一
一
思
い
ま
す
か
、
紙
上
指
数
師
団
議
会
の
第
一
菟
道
縁
間
学
は
応
椀
矢
皐
の
末
子

一
誌
の
横
の
連
絡
が
簡
略
い
で
す
ね
。
一
一
で
あ
る
。
重
喜
一
定
寺
、
警

一
一
一
回
こ
の
辺
高
是
い
と
き
ま
す
玄
い
ち
ば
ん
か
あ
い
が
ら
れ
た
黒
字
て

一
舟
木
社
会
教
育
特
に
都
市
の
そ
一
一
。
基
の
作
と
伝
え
ら
れ
、
筒
協
の
毘
沙
問

一
一
ど
つ
も
あ
り
が
と
う
む
さ
い
手
じ
た

1
{あ
る
。
側
発
な
方
で
あ
っ
党

b
し
い

一
れ
は
い
つ
も
議
委
問
題
と
し
て
取
上
司

υ
ι
t
i
i
i
z
-
-
z
i
-
-
i
z
l
i
a
i
-
-
t
i
t
i
-
-
2
2
J

天
、
不
動
尊
両
立
像
は
一
一
定
八
寸
、
関

一
ら
れ
る
の
で
す
か
、
そ
の
た
め
に
は
、
と
…
詑
事
訂
正
…
一
作
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
作
る
の
が
先
語
患
で
す
ね
。
最
館
一
一
弁
護
の
家
」
の
霊
長
し
「
平
塚
の
住
宅
十
オ
の
老
人
」
氏
か
ら
…
一
高
率
で
あ
る
。
相
需
の
臨
畔
に

一
で
主
申
請
し
て
い
れ
ば
も
う
さ
章
一
一
左
の
よ
う
な
投
票
雪
ま
し
た

1

「
童
女
寄
食
道
楽
に
出
湯
す
る
…
五
号
、
震
の
一
の
宮
寒
川
神
社
に

一
入
れ
る
こ
と
が
で
吉
る
の
で
は
な
い
で
一
…
人
間
刊
で
は
な
く
、
弦
甲
南
作
門
口
の
出
島
の
主
要
人
物
で
あ
る
。
」
…
一
相
対
し
て
い
る
。
幽
寂
の
境
は
お
の
づ

一
ず
か
。
一
…
ま
さ
に
そ
の
通
D
、
筆
者
の
あ
や
ま
り
で
し
た

o
c
ζ
に
つ
つ
し
ん
で
一
一
か
ら
崇
敬
の
思
い
を
深
か
ら
し
め
て
い

一
盛
そ
う
で
す
処
新
蓄
を
実
ニ
差
さ
せ
て
い
光
だ
き
ま
す
と
詰
御
注
意
深
く
豪
い
た
し
ま
す
。
…
一
る
。
官
同
滋
慎
吾

史
醐
輯
と
名
勝
畳
古
ぐ
る
(
日
以
〉
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蕗
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ハ
収
容
力
従
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加
〉

舞
台
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十
愛
犬
広
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他
む
五
O
昼
、
二
十
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一
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ハ
く
す
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年
の
補
導
に
当
っ
て
い
ま
す
。
し
が
し
は
、
転
邸
の
手
続
き
と
問
時
に
、
必
ず
一
水
)
二
円O町
、
二
六
万
河
ム
口
際
(
か

蓄
や
雑
誌
の
紫
告
書
が
ほ
し
関
磁
波
警
主
事
出
し
て
下
さ
い
一
ん
が
い
排
水
)
七
、
五
郎
、
五
七
万
円
@

い
で
す
ね
、
と
重
さ
ん
は
語
っ
て
お
乙
の
そ
柔
震
は
襲
撃
震
が
必
一
諸
島
(
コ
ン
ク
リ
l
ト
際
慰
問
、

車
意
向
身
体
豊
田
者
保
護
法
に
索
、
す
か
ら
お
忘
れ
な
く
。
一
八
防
ょ
っ
一
万
円
@
上
翼
手
ん
が

文
神
医
中
学
校
新
潟
部
一
つ
い
て
は
戦
傷
者
、
肢
体
不
自
警
護
者
の
一
部
、
っ
苦
震
に
入
一
い
排
水
)
語
、
一
言
;
畑

一
対
す
る
就
職
、
そ
の
他
身
体
不
自
喜
一
っ
て
い
象
害
警
が
、
算
書
一
(
車
排
水
)
八
二
一
街
、
七
芸

号
午
腕
時
打
牲
に

h
r
h
訂
一
品
川
れ
惇
訪
れ
れ
一
軒
町
時
計
け
い
れ
一
議
長
害
対
す
る
給
付
金
書
、
警
の
知
人
一
夫
以
上
の
一
内
内
野
甘
い
自
民
昨
日
一
2
音
(
農
道
)
六
郎
、

5

2
一
重
事
務
所
へ
と
向
か
っ
た
。
私
書
護
襲
2
2
皇
室
空
室
、
歳
末
助
基
い
一
の
審
議
2
君
主
事
実
証
院
を
様
式
て

E

る
な
ど
し
一
役
所
関
長
健
康
保
襲
、
語
、
出
張
一
円
高
(
か
ん
が
い
排
水
)
一
一
言
、

監
禁
を
眺
め
つ
つ
も
議
祉
事
務
所
と
は
一
者
一
概
要
課
空
名
い
ま
す
。
そ
の
一
差
益
見
舞
金
な
ど
が
あ
げ

F
E

一
数
量
ら
れ
る
一
ニ
窓
会
務
審
終
一
て
、
も
三
重
量
話
相
談
に
な
一
所
に
あ
目
ま
す
。
一
回
一
一
万
円
@
南
音
〈
襲
襲
ご

i
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
役
所
な
の
か
、
そ
一
人
達
は
尋
問
織
と
し
て
雪
皇
室
万
長
に
つ
い
て
は
私
選
の
関
知
の
と
こ
す
た
ま
ふ
を
越
し
ま
し
た
。
一
っ
て
下
さ
い
。
一
l
i
l
-
-
一
五
、
語
、
九
一
万
円
@
星
第

一
し
て
霊
さ
ん
は
ど
ん
な
事
し
る
な
一
議
室
波
書
さ
れ
、
襲
、
指
一
ろ
で
す
。
一
開
請
求
裏
芸
ハ

O
人
が
受
け
と
っ
一
l
i
l
i
-
-
一
公
証
人
役
場
設
一
震
の
総
受
益
重
喜

一
語
野
一
不
言
警
あ
っ
一

i
i

即
時
J
H
日
諮
問
一
M
M
F関
空
間
保
の
転
出
一
置
の
お
知
ら
せ
一
吋
一
器
包
草
富
岡
苦
-
i
m
j
i

で
ま
た
襲
I
i
f
韓
議
離
鱗
一
一
一
鱗
議
事
が
あbま
大
一
誌
に
い
た

C
と
を
蓄
す
る
嚢
が
一
手
続
き
一
議
官
、
県
警
章
一
一
理
一
附
戸
籍
む
改
製
的
蜘

一
暗
号
撃
機
一
一
一
一
一
日
詩
一
長
官
臨
時
訪
れ
部
門
誌
一
言
語
時
計
韓
国
i
j
か
ら
一
一
一
ヶ
年
で
i

…

一
た
ち
ま
ち
の
う
ち
思
機
舗
網
刊
一
欝
欝
欝
騒
騒
麟
議
離
欝
い
た
こ
と
が
あ
る
一
一
襲
警
暴
露
襲
警
争
議
5
3
3
i
j
華
街
一
始
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
小
図
書
義
一
川
私
た
ち
の
日
常
生
務
長
い
つ
的
に
も
一
宮

ζ
れ
を
雪
乙
と
判

長
者
し
犠
麟
離
か
欝
議
議
騒
騒
額
欝
麗
け
れ
ど
主
ん
な
十
韓
欝
融
構
鶴
欝
韓
麟
購
一
沢
喜
で
出
向
か
な
け
れ
富
来
事
一
川
誤
差
持
っ
て
い
る
戸
昔
、
器
購
で
し
光
の
て
望
書
棚

一
五
秘
書
\
議
題
議
齢
構
饗
議
仕
事
を
し
て
い
る
離
額
融
融
構
髄
離
一
っ
た
議
と
喜
と
か
、
い
っ
た
よ
一
百
二
十
一
一
一
年
一
月
一
日

i

管
室
君
事
会
同

一
5
3
ι
議
ヮ
曜
論
議
欝
騒
音
は
、
は
っ
一

d
p
離
離
離
購
麟
購

z
i
g
-

一
同
法
と
と
も
に
ぞ
い
一
円
童
話
去
、
そ
の
後
十
年
目
っ
て
畑

一
の
に
は
ま
っ
ぴ
れ
鱗
鱗

b
機
騒
穣
離
畿
饗
議
機
織
き
D知
つ
て
は
い
一
一
川
一
整
額
麟
鱗
鱗
麟
麟
議
鱗
麟
麟
額
一
る
手
続
票
、
市
内
議
ま
ぜ
る
よ
う
一
制
行
さ
れ
て
そ
の
一
審
が
一
変
し
題
、
皇
、
縁
組
著
書
こ

す
っ
か
2
4
1
鱒
鰯
吋
畿
麟
麟
艶
麟
欝
譲
議
騒
な
か
?
た
が
、
こ
一
\
れ
欝
麟
麟
欝
麟
麟
麟
欝
麟
纏
離
麟
鶴
一
に
な
晴
市
ド
!
j
一
仰
を
よ
は
、
警
皆
さ
ん
も
御
家
あ
っ
た
皇
室
製
さ
れ
て
町

一
係
の
方
の
案
内
で
盟
購
議
ヶ
機
鱗
麟
機
騒
麟
盤
機
襲
撃
の
訪
問
か
在
事
妄
鱗
麟
欝
麟
欝
鱗
麟
麟
機
騒
騒
饗
鞠
欝
一
土
地
改
良
の
現
状
一
問
知
の
と
お

D

で
あ
り
ま
宍
従
来
季
ま
し
た
。

M

f
襲
へ
雪
れ
関
離
脱
鱒
欝
額
融
調
麟
の
た
い
へ
ん
な
と
一
機
購
融
構
購
盤
機
構
市
内
の
霊
章
改
良
事
業
は
、
喜
一
一
の

i
i
i
i
!
?

町

一
塁5
4

騒
制
議
鞠
麟
離
韓
喜
一
連
市
民
の
一
議
離
麟
欝
麟
麟
麟
韓
一
言
一
二
三
志
、
号
、
量
一
明
霊
位
と
し
て
縫
製
さ
れ
て
い
ま
半
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
お
白
一

色
ま
ソ
フ
ァ
ー
審
議
盤
整
鱗
麟
欝
議
瞬
間
総
店
主
議
離
麟
額
融
麟
額
融
盤
一
幸
一
都
市
費
に
よ
る
も
の
九
(
一
七
一
山
し
た
の
て
い
つ
の
室
長
社
会
一
整
数
知
れ
な
い
不

1

3
長
を
お
2
議
警
議
羅
襲
撃
護
れ
ぬ
家
援
護
仁
一
議
離
騒
騒
騒
額
融
鶴
一
宍
八
郎
)
が
す
る
主
て
5
0
1
2
2
2
2
2
1
戸
籍
事
務
主

話
し
合
い
は
ま
ず
白
色
紹
介

E

ま
一
ず
る
品
、
ほ
ん
と
う
に
た
い
へ
ん
な
あ
る
入
、
宮
わ
ね
ば
な
ら
な
い
人
一
織
議
鱗
麟
麟
麟
鱗
麟
麟
麟
離
議
鶴
麟
欝
一

ζ
議
事
業
費
全
部
完
成
ま
よ
一

Z
b
し
く
あ
D

ま
せ
ん
で
し
た
設
定
率
重
量
と
不
経
済
刊

誌
話
一
日
間
出
諮
問
主
鍾
鱒
鞠
…
一
経
口
一
一
説
明
器
智
正

静
一
審
者
霊
童
申
、
定
か
ず
か
五
体
一
一
暑
さ
一
世
襲
入
授
の
蓄
を
一
建
物
書
い
し
、
相
談
に
こ
ら
れ
た
人
一
議
欝
麟
麟
纏
鱗
欝
麟
麟
鱗
麟
麟
麟
議
一
間
体
営
事
業
本
年
度
分
一
山
各
人
平
等
の
襲
話
さ
れ
る
よ
務
長
十
年
を
経
過
し
た
と
吉
町

制
持
品
川
町
民
目
前
日
目
立
詩
書
在
自
立
ド
唯
一
総
議
轟
轟
欝
騒
騒
騒
欝
議
一
時
一
一
日
官
官
時
三
一
詔
一
…
日
山
口
駐
日
日
比
一
日
間
同
拾
い
れ
れ
れ
…

一
明
器
時
話
一
語
封
書
一
語
目
当
日
当
日
一
議
離
購
轟
欝
麟
鶴
一
町
一
一
一
号
野
氏
襲
一
…

A
T
襲
額
二
十
一
一
一
誌
言
語

一
謀
長
っ
て
い
か
な
い
警
互
い
ま
究
室
長
き
れ
て
い
一
頃
の
員
喜
び
音
響
、
章
一
総
額
麟
麟
麟
親
譲
鱒
麟
麟
欝
騒
譲
一
県
営
単
独
事
業
本
草
分
一
山
重
要
の
改
正
と
露
に
速
か
か
き
一
意
思
、
章
一
斉
に

W

L
即
時
一
材
料
町
立
一
時
諮
問
野
信
一

J控
訴
良
一
議
選
議
麟
麟
鱒
欝
麟
一

P
J
自
信
一
昨
日
付
判
官
官

1
1
H
U

醐
一
四
五
議
芝

fつ
で
す
。ζ

の
若
宮
と
害
事
保
奇
襲
一
雲
母
子
寮
前
理
一
写
真
@
日
間
同
時
時
時
設
立
明
暗
明
設
;
;
}
E
-
t
i
l
t
-
-
e
i
L
比
一
一
一
ぱ
一
一
一
げ
は
い
し
f
l
i
r
-
-
f
い
い
し
E
z
-
-
i

機
一
1
1
t
i
t
i
i
i
i
i
i
i
i
f
f
l
i
r
-
-
1
:
i
l
-
-
ー
!
一
へ
票
率
つ
け
警
護
2
月

5
3

月
@
石
炭
襲
議
ブ
ド
1
2
月
中
旬
e
p
c
p
水
二

盟

1
1
1
1
i
l
i
i
1
4
4
A
f
i
i
i
i
i
i
i
i
i
一
~
桃
李
プ
帯
プ
ド
l
e
在
、
二
月
末
ま
で
、
水
一

O
リ
ッ
ト
ル
に
て
ニ
蕊

O
リ
ヲ
ト
ル
に
五0グ
ラ
ム
〈

ペ
ペ
炉
問
駐
在
日
訪
れ
わ
い
せ

H
2
1
4
2
2

詰

5

持
続
、3

持
一

一
韓
関
輔
轍d月
刊
行
の
霊
は
去
な
つ
な
い
喜
一
一
一
警
し
光
。
一
〉

h
v一
入
も
一
一
事
館
長
会
、
豊
著
書

3月
下
勾
・
1
1震
章
一
ア
ム
混
入
量

士
盤
強
品
蜘
(
動
〉
金

j
液
プ
ー
ル
署
長
の

P
T
A
に
童
書
店
刊
誌
一
し
諸
問
一
一
駄
一
己
主
説
明
一
幹
事
受

U
H
H持
い
れ
懇
話
語
剤
、
一

f
u
w
T叫
仕
龍
一
世
間
百
九
誠
一
誇
れ
れ
い
れ
れ
民
主
込
町
一
…
時
一

T
許
制
日
目
刊
誌
ド
日
m
l
量
生
の
と
吟
唯
一
設
に

型
ど
う
な
っ
2
ま
た
ま
肘
年
十
月
一
R

金
書
忘
れ
た
の
を
署
長
?
れ
は
宮
成
し
よ
う
と
す
る
個
人
の
塁
聖
竹
一
〈
つ
一
薬
害
護
品
目
ま
し
ょ
う
。
百
1
2
月
@
重
量
、
濃
一

7
ム
者
3
2
@

え

よ
去
る
八
月
演
、
墾
盲
学
校
で
あ
っ
た
合
宮
去
、
混
合
立
学
校
は
書
さ
学
校
で
も
や
っ
て
い
る
の
か
。
主
一
致
で
あ
っ
て
強
制
に
よ
る
も
の
で
あ
た
宇
一
帯
し
、
業
錨
薬
剤
警
議
員
じ
を
警
シ
ケ
ム
シ
託
震
を
水
一

O

〉

型
車
襲
、
普
プ
i
ル
裏
金
れ
、
乙
の
問
題
も
一
E

の
や
む
な
市
蓄
が
乙
れ
義
め
て
い
る
の
か
つ
て
は
な
ら
な
い
の
は
い
主
で
も
な
一
へ
各
所
は
襲
と
鏡
店
1
2
R
@

機
器
翼
民

i
z
守
護
の
官
、
被
リ
、
ト
ル
に
対
し
一
一
号
ブ
〉

監
つ
い
て
、
憎
か
ら
一
六
一

Q
万
円
出
資
一
ず
霊
長
白
ま
し
ぺ
昭
和
一
一
一
士
一
一
一
年
以
上
ニ
件
、
議
、
木
津
護
士
長
根
霊
安
義
一

0
3

ト
ル
当
校
空
炭
義
枝
の
露
ム
運
用
撒
布
す
る
(
喜
三

日
皐
畠P
皇
負
担
金
め
一
部
宣
言
し
た
い
と
怒
っ
て
い
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